
 大丸タクシー株式会社 安全衛生委員会 議事録  

 

開催日時 2024年９月４日(水) １３：００ ～ １３：２０ 

 

開催場所 本社２F 応接 

 

委員会 出席者 委員会 出席者 

議長 船本総務部長 産業医 松本医師（OL） 

総括安全衛生管理者 －－－－－ 保健師 －－－－ 

安全管理者 富田 委員 －－－－ 

衛生管理者 原田（OL） 委員 －－－－ 

 

議事内容 

 報告項目 対応内容 

１ 開催の挨拶 原田より開会の挨拶 

 

２ 巡視の結果 原田より報告 

 

①2024 年８月１２日(月)・祝 

A２８点、B２点 

 

②20204 年８月２５日(日) 

A２８点、B２点 

 

同じような結果だが、男子更衣室のロッカーの

上の荷物が減った感がある。 

引き続き見守る。 

 

原田以外の別の方でも巡視して頂いても結構で

すよ。（巡視用のチェック用紙は２F事務所） 

 

３ 防災に関しての備えについて 原田より質疑と提案 

 

 

毎年 ８／３０～９／５は防災週間。 



我々の職業では、台風や大雨では被害を受ける

事が少ない（むしろ街中で活躍できる）が、地

震にや津波では対応策がない。 

 

 

ネットで検索すれば、どこの企業でも大概は

「従業員の安全確保」が筆頭に上げられる。 

 

 

住之江区のハザードマップでは、当社のある場

所は、水深３～５ｍの予想。（２階の床下から軒

下浸水） 

 

 

当社の場合、殆どの乗務員が出払っている可能

性が高い。 

１階、２階の事務所では、１０名程度の授業員

が避難する程度。 

 

 

 

従業員の場合は、実際には次の様な手順が考え

られる。 

 

①揺れがおさまるまでは、机の下などに退避。 

②上から物が落ちてこない和室（仮眠室）など

に避難。 

③状況を把握する。 

等が考えられる。 

 

しかし、社外に出張っている乗務員の場合のマ

ニュアルなど無いのではないだろうか。 

 

＊船本部長より、そのようなマニュアルは現在

ないとの事。 

 

 

乗務員に対して、例えば「帰庫するのか、しな



いのか」などの指針を作った方が良いのではな

いだろうか？ 

 

松本先生に質問「他社ではそのような（社外で

の従業員に対する）マニュアルはあるのでしょ

うか」 

 

松本先生「マニュアルと言うのでは無いが『取

り敢えず東へ逃げろ！』『高い所へ逃げろ！』と

いう説明はある」 

 

原田「私たちの場合は営業車なので、状況にも

よりますが、車を使って避難するべきなのか、

歩いて避難するべきなのか迷うところです。」 

 

松本先生「行けるところまでは、車の方がいい

のではないか。車で避難出来なければ、近くの

３階以上の建物に逃げ込む。」 

 

 

原田より提案。 

 

この様な行動指針を文字にして、誰もが閲覧で

きる様に、掲示したり WEBにアップロードした

りしては如何でしょうか。 

 

船本部長「無いよりはある方がいいのでは、し

かし私を含めて中々見ないでしょうけど。防災

の準備をしていました。という意味ではあった

方がいいのではないかと思う。」 

 

原田「時間がかかりますが、行動指針を作って

みます。」 

 

 

４ 講話 松本先生による講話 

 

①足踏みエクササイズ 



 

・社内に掲示予定 

・従業員用のホームページに掲載済み 

 

事務作業の合間やタクシーから降りた時など

に、椅子やドアなどを使ってエクササイズする

と腰痛にも効きます。 

 

 

 

②防災・・・震災に備えよう 

・社内に掲示予定 

・従業員用のホームページに掲載済み 

 

 

 

５ 次回健康診断について 船本部長より 

次回の健康診断は 

 １１月１２日(火)、１３日(水)です。 

 

６ 次回の安全衛生委員会定例会

議について 

次回の安全衛生委員会定例会議 

 

１０月２日(水) １３：００～ 

 

松本先生は、当社応接室にてご参加予定。 

 

 

以上 

 

 

作成日 ２０２４年９月４日(水) 

作成者 衛生管理者 原田 

 

議事録確認印 



   

 

 

 

 

      

 

81908
日付印 (姓と名、西暦)

船本 格男
日付印 (姓と名、西暦)

船本 格男
日付印 (姓と名、西暦)

船本 格男
日付印 (姓と名、西暦)

81908
松本先生


